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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

１．図面の表示

図－１ 設計図θ＝９０°の例（正面展開図）

マルチコーナースキン記号の説明

（例） Ｍ Ｂ Ｌ Ｐ ２

↑ ↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④ ⑤

① マルチコーナー記号；Ｍ

② 基本タイプの記号；Ａ：フルタイプ

Ｂ：天端用フルタイプ

Ｃ：最下段用ハーフタイプ

Ｄ：天端用ハーフタイプ

③ マルチの円筒部の位置；Ｌ，Ｒの２タイプがあり円筒部が左右どちらかを

示す。

④ 笠コンクリート打設用のさし筋；Ｐ：Ｄ１３

⑤ ストリップの取付本数

＊ コンクリートスキンに上記記号を明示しています。
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

２．部材及び部材名称

マルチコーナースキンは，設置角度θ＝９０°～２７０°の範囲のあらゆる角

度に対応できるコーナー部材です。（但し，θ＝２３５～２７０°は，ほぞ落と

し加工が必要です。）各部名称は，下図のようになります。

図－２ 構 造 図
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

３．タイプ別形状寸法図

図－３ 標準タイプ（ＭＡＬ２,ＭＡＲ２）

図－４ 天端用（ＭＢＬＰ２，ＭＢＲＰ２）
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

図－５ 天端用（ＭＤＬＰ１，ＭＤＲＰ１）

図－６ 最下段用（ＭＣＬ１，ＭＣＲ１）
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

４．施工方法

（１） 基礎コンクリートの打設

・ マルチコーナー部は，図－７のように通常の幅の基礎では，コーナー中心

部の基礎からはみ出してしまいうまく設置出来ないので，図－８のようにあ

らかじめ大きく打設します。

図－７ 通常の基礎の場合（設置角度θ＝９０°の例）

図－８ マルチコーナー部の基礎の打設方法（設置角度θ＝９０°の例）

＊ 設置角度によって幅４００の通常基礎からのはみだす量が違うので，各々

の角度に合わせて基礎コンクリートを打設します。次頁に代表的な角度の設

置例を示します。
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

図－９ 基礎コンクリート形状（例）

注１）コーナー角度により，マルチコーナースキンの交点延長が変わります。

（例 θ＝９０°→Ｌ＝１０００,θ＝２７０°→Ｌ＝５００）

注２）但し，θ＝２３５～２７０°は，ほぞ落とし加工が必要です。
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

（２） 墨出し方法と設置位置

・ 設置角度θ＝９０°を例に挙げ，説明します。

① マルチコーナースキンを設置するにあたり基礎コンクリートに墨出しをし

ます。

トランシットを使用し，交点を決定した後角度を振り，墨出しをします。

図－１０ 墨出し方法

② 設置位置は，まず設計図面で延長を確認します。

図－１１ コーナー設置延長の確認
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

③ 通常，マルチコーナーの設置延長寸法（設置角度θ＝９０°の場合は１０

００）は，交点（左右の壁前面線の交点）からマルチコーナースキンのジベ

ル芯までの距離を表しています。マルチコーナースキンに隣合うＣタイプス

キンの設置位置を決定します。スキン設置の際は，このジベル芯に合わせる

ようにします。

図－１２ 設置位置の確認

＊ Ｃタイプスキンの設置位置は，次の要領で行います。

Ⅰ． 交点から，図面に表示されている延長をはかり，マーキングする（Ｃタイ

プジベル芯の位置）。

Ⅱ． Ⅰでマークしたラインから１０７．５ｍｍ交点側に近づいたところにマー

キングする（Ｃタイプスキンの端部）。

図－１３ Ｃタイプスキン設置位置
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

（３） マルチコーナースキンの組立

① 基礎コンクリートの高さをレベルによって測定し，基礎コンクリートの

一番高い位置を基準に，用意したスペーサーで，設置高を一定になるよう

に調整します。高さをあたる位置は，マルチコーナーの円筒部を中心に数

ヶ所とします。スペーサーの設置位置は，図－１４を参照して下さい。

図－１４ スペーサーの設置位置

② マルチコーナースキンの吊り上げ

・ マルチコーナースキンは，ＤＡＨＡカップラーの取り付け位置が，通常

のコンクリートスキンと異なるので，図－１５，図－１６のようにターン

バックル又は，チェーンブロック等を用いて，水平に吊り上げます。

図－１５ ＤＡＨＡアンカーの取り付け位置

図－１６ マルチコーナースキンの吊り上げ方法
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

③ ＭＣタイプスキンを墨だし線に合わせて設置し，垂直度，設置高さの確

認をし，くさびで前後から固定します。マルチコーナースキンの垂直度に

ついては，水平器を用いて垂直に調整します。

図－１７ ＭＣタイプスキンの設置

④ Ｃタイプスキンを図－１３で求めた，墨に合わせて設置します。

図－１８ ＭＣタイプスキンの設置
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

⑤ ＭＡタイプスキンを設置する前に，マルチコーナーの円形部分に水平目地

材とパイプを設置します。水平目地材は，２枚をそれぞれ半分に切断し４枚

にしたものを図－１９のように設置します。パイプは，図－２０のように設

置します。

図－１９ 水平目地材の設置方法

図－２０ パイプの設置方法
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

⑥ 次にＭＡタイプスキンを墨に合わせて設置します。（図－２１）

図－２１ ＭＡタイプスキンの設置方法

⑦ 水平器を使用して鉛直度のレベル確認と共に，部材相互のずれが無いこと

を確かめます。この時，円筒部分の水平目地を合わせるように調整し，くさ

びで前後から固定します。その後，基礎コンクリートとコンクリートスキン

の隙間にモルタルを充填します。

図－２２ 円形部分の水平目地の調整
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

⑧ 縦目地くさび押入及びクランプの設置

・ 一般スキン設置と同様縦目地部にくさびを押入し縦目地間隔を適正に保っ

た後にクランプにて固定します。但し，マルチコーナースキンの板厚は通常

のコンクリートスキンよりも４ｃｍ厚い２２ｃｍであるため，クランプを設

置する際，スペーサーをはさんで設置します。

図－２３ クランプの設置

⑨ 透水防砂材は，図－２４のように設置します。特にコーナー部分には２ヶ

所設置するので注意して下さい。透水防砂材の目的は，縦目地からの盛土材

流出防止のためなので，必ず縦目地をカバーするように設置して下さい。

図－２４ 透水防砂材の設置位置
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

⑩ ＭＡタイプスキンの２段目以降の設置方法

・ ２段目以降のＭＡタイプスキンを設置する際は，図－２５のように設置し

ます。この時，ＭＣスキンの天端とＭＡスキンの円筒部上に水平目地材が設

置されていることを確認します。以後この繰り返し作業となります。

図－２５ ＭＡタイプスキンの設置方法（２段目）
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施工：施工要領書＜マルチコーナー（タイプⅠ・Ⅲ）＞

（４） コーナー部の盛土材のまき出し・敷均し・締固め方法

・ コーナー部の盛土材のまき出し・敷均し・締固め方法は，一般部と同じで

「大型機械の走行５原則」を遵守する必要があります。但し，場合によって

は下図のようにコンクリートスキンに向かって重機械を走行させなければな

らないので，そのような場合には，重機を特にゆっくり走行させてストリッ

プが動かないように特に慎重に施工して下さい。

図－２６ 大型機械の走行

（５） コーナー部分のストリップ敷設時の注意点

・ 角度によって補助ストリップを用いて，１ヶ所に２本のストリップを設置

する場合があります。

・ この際は，ガセットプレートを用いてストリップを取付けますので，図面

を良く見て，所定の部材を用いて施工するよう注意して下さい。

図－２７ ガセットプレートを使用したコーナー部分のストリップ敷設

・ ストリップがラップする場合は，ストリップとストリップの間にクッショ

ン材として盛土材を敷均して下さい。

この付近は，ストリップ敷設方向と重機の走行方向が同一と

なるため，壁面の前傾を誘発しないよう注意して下さい。


